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論文審査要旨（2,000字程度） 
本研究は、高分子溶液中で CP-AFM 法による粒子間相互作用を評価する手法を構築し、粒子表面物性や
高分子物性による粒子分散性への影響を粒子間相互作用の観点から考察し、分散・凝集メカニズムを体系的
に把握することを目的としている。  
第一章で、本研究の背景や工学的に必要な基礎科学や既往の研究とこれまでの研究の課題を整理したうえで、
第2章では粒子分散性と密接に関わる粒子間相互作用を高分子溶液中でCP-AFM法によって測定する手法につ
いて検討している。実験、およびストークスの流体理論を用いて粘性流体による流体力学的作用力だけを求
め、 CP-AFM法で実測された粒子間に働く力から流体力学的作用力の影響を除いた粒子間相互作用を求める
手法を確立した。 
第3章ではシランカップリング剤によって表面修飾した粒子の表面修飾基や修飾量が水中、およびトルエン
中での分散性に及ぼす影響をCP-AFM法で測定した粒子間相互作用の観点から評価した。 表面修飾基や修飾
量によって両溶媒中での粒子間相互作用は大きく変化し、強い粒子間斥力が観察された系において実際に良
好な分散性を示すことが確認された。第4章では2章で構築した粒子間相互作用の測定手法により、3章で
用いた表面修飾粒子の高分子溶液中での粒子間相互作用を評価した。 流体力学的作用力の影響を除いた表面
修飾粒子の粒子間相互作用は、高分子溶液の濃度や分子量によって大きく変化し、これらは表面修飾基や修
飾量によってもその変化の傾向や程度が異なることが確認した。 この要因として粒子表面への高分子吸着状
態が粒子間相互作用に影響を及ぼしている可能性が示唆された。第5章では、粒子分散塗膜として防眩性フ
ィルムを対象に粒子分散状態と防眩性能の関係を調査した。 粒子分散液を支持体に塗布後の乾燥過程におい
て、乾燥条件の違いによって塗膜内での粒子分散状態が異なり、防眩性能が変化することが確認された。 こ
の要因として、乾燥中の塗液流動に伴って粒子も移動し、乾燥条件によって塗膜厚み方向の流動性が変化す
るために 微粒子による塗膜凹凸形状に差異が生じたためであると考察された。 
以上の成果は、原著論文 2 報、数編の特許としてまとめられており、博士（工学）の論文
として十分認められる。 
 
 
